
     

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

からだの元気レター                         ２月 

ファミリー健康相談では、こんな相談が… 

春近しといえど 2月は 1年で最も

寒い月で、空気も乾燥していま

す。空気が乾燥していると聞く

と、ウイルス性の病気が気になり

ますが、乾燥肌にも注意が必要で

す。乾燥性皮膚炎が増加するのは

この季節です。また、心臓血管系

の病気や、心筋梗塞発作、脳卒中

の発症も多い月です。寒いこの季

節の健康対策に悩んだときは、フ

ァミリー健康相談へ電話してくだ

さい！ ヘルスアドバイザーと顧

問医師が連携し、適切なアドバイ

スをします。 

ご自分の健康、ご家族の健康で気になることがあったなら、ファミリー健康相談に相談です！ 

相談専用電話番号は各健康保険組合のホームページまたは健康保険組合発行の冊子等をご

らんください。 

ヘルスアドバイザーから

今月の一言 
 

春一番！強風に注意！ 

 
厳しい寒さを越えて、少

しずつ春が近づいてきてい

ます。春を迎えるといわれ

る“春一番”が待ち遠しいと

いう方もいるのではないで

しょうか。“春一番”とは非

常に強い風や突風で、雪崩

や竜巻などの自然災害や二

次災害を起こす怖い現象で

もあります。消防庁の統計

によると、歩行者が風によ

りバランスを崩して転倒

し、救急搬送される件数

は、春一番が吹く 2～4 月に

急増するそうです。 
転倒を防ぐには、強風時

の外出はできるだけ控える

ようにすることです。やむ

を得ず外出する場合は、風

にあおられないように自転

車は避け、歩行時も動きや

すく歩きやすい服装や靴が

よいでしょう。また、重い

荷物は両手に持たずリュッ

クなどにして、バランスを

崩しても両手で体を支えた

り、どこかにつかまること

ができるようにしておきま

しょう。高齢者や幼児はバ

ランスを崩しやすいため、

とくに注意が必要です。高

齢者は転倒による骨折が、

寝たきりや介護の原因とな

ることもあるので十分に注

意しましょう。 

Q：子どもがインフルエンザは治癒したのですが、咳が止まりません。喘

息の既往歴がありますが、肺炎ではないかと心配しています 

A：小児喘息があると、インフルエンザやかぜ等にかかると症状が

悪化したり長引いたりすることもあります。喘息のかかりつけ

医に相談してみてください。 

 

Q：昨日の検診時に一度血圧が 150 台となったので、高血圧ではない

かと心配です 

 A：自宅で測定したときは 130 台とのことなので、2～3日計測して

記録し主治医に相談してみてください。頭痛などの症状が出る

ようならば早めに受診してください。 

 

Q：糖尿病にかかっています。両手がぴくぴくする感じがします。低血糖

ではないでしょうか？ 

A：ブドウ糖を摂取しても症状が軽減しないとのことですね。しび

れてはいないようですが、病歴が長く高血糖や神経障害の可能

性もあります。症状が続くようなら救急病院を受診してくださ

い。 

 

Q：アレルギー性鼻炎の点鼻薬が効かないのですが、今後どう対処す

ればよいですか？ 

A：ステロイド剤は比較的即効性があ

りますが、数日後に効果が出る場

合もあります。症状が悪化しない

ようであれば、1週間後予定どお

り再受診して主治医と相談してく

ださい。   


